
2020年2月28日(金)
株式会社明光ネットワークジャパン

NEWS RELEASE

英語を教えない英語塾 ESL club (本社：株式会社明光ネットワークジャパン 東京都新宿区西新宿７丁目20番

１号、代表取締役社長：山下 一仁 以下「ESL club」)は、国内初となる「小学生向け英語ディベートス

クール」を2020年2月に開校いたしました。

日本初 「小学生英語ディベートスクール」誕生

報道関係者御中

あのNo.1日本企業がつくる新英語教育 「英語を教えない英語塾 ESL club」

2020年4月 小学校 英語必修化 直前！ 2020年2月 開校！

●スクール名 : 英語を教えない英語塾の「英語ディベートスクール」

●対象学年 : 小学校４年生以上・CEFR A2（英検準2級レベル）以上

●日時 : 毎週日曜日 10：00〜11：30（月4回）

●アクセス : 〒150-0002 渋谷区渋谷1-8-6 宮益坂STビル10階

●プログラム開発者 : 小野暢思 (プロ英語ディベーター)

：岡山太 (ESL club事業責任者)

●費用 : 入会金 33,000円(税込) 月額58,000円(税込)
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（※1）

（※1）株式会社明光ネットワークジャパンの運営する明光義塾は個別指導No.1 全国2,023校生徒数121,228人 2018年10月末時点

＜会社概要＞ 株式会社明光ネットワークジャパン （ESL club広報宛)

＜所在地＞ 東京都渋谷区渋谷1-8-6 宮益坂STビル10階

＜連絡先＞ pr@eslclub.jp / 03-3797-3380（担当：橋本）

【掲載・取材に関するお問い合わせ】
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しかし、仕事の場面を想像してください。仕事の場面では、目の前の課題に対し「何が

問題なのか？」「なぜそれが問題なのか？」「その問題を解決するための方法は何なの

か？」「なぜその解決法が適しているのか？」といったことをチームで議論していきます。

こういった場面では単なる英会話では通用しません。英語での議論の内容を聞きながら

情報を処理し、自分の主張を論理的に組み立て、相手が納得する形で英語で伝える力が必

要になるからです。そういったスキルが身につくのが「英語ディベート」なのです。

英会話で学ぶのはただ単に、相手の英語を聞き、英語で話す力です。

月間の授業内容（１か月～２か月⽬の例）
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英語ディベート・レッスンの流れ
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私たちESL clubの想い

英語ディベート プログラム開発者

小野 暢思 MITSUSHI ONO プロフィール

合同会社Tokyo Debate Academy代表。

渋谷教育学園渋谷中学⾼等学校OB、慶應義塾⼤学法学部卒業。

卒業後、ポニーキャニオンで⾳楽プロデューサー、Netflixでアニメプロ

デューサーを経て、現職。

一般社団法⼈日本⾼校生パーラメンタリーディベート連盟チーフコーチ

ディベート実績

2014年ESUJ⼤学対抗ディベート⼤会優勝、2016年ESUJ社会⼈英語ディベート⼤会優

勝、2017年第20回記念ESUJ英語ディベート⼤会優勝など、国内外の各種パーラメン

タリーディベート⼤会で優勝32回、最優秀個⼈賞賞受賞28回、決勝進出22回。2015

年World University Debating Championship（パーラメンタリーディベート世界⼤

会）ESL部⾨Quarter Finalist、EFL部⾨4th Best Speaker

私たちは、英語ディベートを通して、相手を論破する力を届けたいわけではありません。

私たちは、世界をより良くするために、英語ディベートを子ども達に届けたいと考えました。

英語ディベートは英語力や論理的思考力、説得力が得られるだけではありません。

むしろ「絶対的に正しい意見は存在しない」ということを私たちに教えてくれます。

なぜなら、異なる立場の意見を聞くことで、自分自身を客観視できるようになるからです。

「対等に、そして適切に議論することで、文化や価値観の異なる⼈々が

より良い世界を目指していける」これが、英語ディベートの目指す世界です。

英語ディベートを学んだ子ども達が増えたら

きっと、もっと、少しずつ世界は、より良くなるはず。

これが、私たちESL clubが英語ディベートに込めた想いです。


